豊　岡　観　光　協　会　会　則

第１章　総　　則

第１条　本会は豊岡観光協会と称し、事務所を西日本旅客鉄道株式会社豊岡駅舎内に置く。

第２条　本会は豊岡市を中心とする観光事業の振興を図り、観光文化の向上に資し､あわせて物産並びに観光資源の紹介宣伝に寄与することを目的とする。

第３条　本会は前条の目的を達成するため次の事業を行う。

（１）観光資源の開発・調査・研究

（２）観光事業及び施設の調査研究並びに計画促進

（３）郷土文化及び風光の紹介宣伝

（４）観光土産品の改善指導及び紹介宣伝

（５）その他本会の目的を達成するに必要な事業

第２章　組　　織

第４条　本会の会員は、豊岡市内の観光に関係のある者及び学識経験者又は本事業に協賛するものをもって組織する。

２　会員は、一口以上の会費を納めなければならない。ただし、会長が特に認めたものについてはこの限りではない。

３　会費は、一口８，０００円とする。

第３章　役員及び職員

第５条　本会に次の役員を置く。

　　　　　会長　　　　　１　名

　　　　　副会長　　　　　若干名
　　　　　専務理事　　　　　１　名

　　　　　会計理事　　　　　１　名

　　　　　理事　　　　　若干名

　　　　　監事　　　　　２　名
第６条　役員の選考は、豊岡観光協会 総会前の理事会に於いて選考委員若干名を選出する。選考委員は新役員の選考を行い、総会において新役員の承認を得るものとする。
第７条　役員の任期は２カ年とする。ただし、再任は妨げない。補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。
第８条　本会に顧問・相談役及び参与を置くことができる。顧問・相談役及び参与は、会長が理事会の議を経て推薦するものとし、本会の諮問に応ずる。
第９条　会長は本会を代表し、会務を総理する。

２　副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代理する。
３　専務理事は理事会を代表する。

４　会計理事は本会の会計にあたる。
５　理事会は本会の重要事項を審議し、事業運営にあたる。ただし、会長が特に必要と認めたときは常任理事をおき、別に定めるところにより理事会に代えることができる。

６　監事は本会の会計を監査する。

第１０条　本会の会務を行うため事務局長並びに職員を置き事務局長並びに、職員の任免は会長が行う。

第４章　会　　議

第１１条　本会の会議は総会及び理事会とし、会長が招集する。
第１２条　総会は毎年１回招集する。ただし会員の過半数から要求のあったとき、又は会長が必要と認めたときは臨時総会を招集することができる。会議は会員の過半数をもって成立し、議決は多数決によりこれを決する。可否同数の場合は議長がこれを決する。

第１３条　総会に付議すべき事項はおおむね次のとおりとする。

（１）会則の変更

（２）事業計画に関する事項

（３）予算の認定

（４）決算の承認

（５）総会において定める役員の選任

（６）その他重要事項

第１４条　理事会は、会長・副会長・専務理事・会計理事・常任理事・理事をもって構成する。

第１５条　理事会に付議すべき事項は、次のとおりとする。

（１）総会に提案する事項

（２）総会の議決によって委任された事項

（３）その他重要事項

第１６条　会議の議長は会長がこれにあたる。

第５章　　会　　計

第１７条　本会の会計年度は毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。
第１８条　本会の経費は、会費・補助金・負担金・寄付金・事業収入及びその他の収入をもってあてる。

附　　則　　　本会則は、平成２１年６月１９日から施行する。
豊岡観光協会常任理事に関する規程

第１条　この規程は会則第９条第５項ただし書きにもとづき定めるものとする。

第２条　常任理事は会長が三役会（会長・副会長・専務理事・会計理事）の協議を経て理事の中から若干名を委嘱する。

第３条　常任理事の任務は次のとおりとする。

（１）会長の特命に関する事項

（２）事業運営の分担に関する事項（注：部会を置くことができる条項）

（３）その他重要事項の審議

第４条　常任理事会は会長が必要と認めたとき招集するものとする。

附　　則　　　この規程は、平成１１年７月８日から施行する。
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